【問題】

X（18）は私立Y女子高の生徒であり，看護師を目指して通学していた。高校2年だった2005年冬，知人を通じて写真集の話が舞い込んだ。田園風景，民家風の建物の中で撮影が行われ，高3だった2006年8月15日に写真集『現役女子高生』を出版した。本写真集は，グラビア・アイドル愛好家の間で大変な人気となった。本写真集では，掲載写真の２分の１ほどを水着姿が占めていた。新学期は9月1日からはじまったが，9月10日にXはYから謹慎を言い渡され，直後に担任の教師から自主退学を示された。「友人と一緒に卒業したい」と，Xは，自主的に原稿用紙に10枚ほどの反省文を提出した。そこには，これまでの経緯及び今後校外における芸能活動は自粛する旨が記されていた。だが，校長Zは， 10月1日付で，写真集の出版は建学の精神と教育目標に反するとして，校則に基づいて，Xを退学処分とした。
〔設問〕
１ あなたがXの訴訟代理人だとすれば，この訴訟において，どのような憲法上の主張を行うか，述べなさい。
２ 設問１で述べられたXの主張に対するY女子高の反論を想定した上で，憲法上の諸問題を検討し，あなた自身の見解を述べなさい。

《資料１》
【建学の精神】
X女子高は，「美しい国日本」に満ち溢れた崇高な愛の精神に立ち，日本婦人の特質と伝統を尊重して，女子に対し温雅な校風のもとに豊かな人間性を養い，知識と教養を深めるとともに必要な専門的資質を高め，女子固有の特性を十分に発揮し，広く社会，国家のために貢献することのできる有為な日本女性を育成する。　 

【教育目標】
　「美しい国日本」の豊かな伝統を着実に継承するとともに，教育基本法及び学校教育法に示された高等学校教育の理念と，21世紀を担う瑞々しい女性の育成を目指して設立された女子高等学校であることに基づいて，次の目標を掲げ，その達成に努める。
１　自学・自習の態度と能力を培い，創造的で情操豊かな女性を育成することに努める。 
２　常に温雅貞淑にして，控え目で奥床しい女性としての品位を高めることに努める。
【校則】
第1章　総則
（趣旨）
第1条
この校則は，X女子高（以下「学校」という。）の運営に関し，必要な事項を定めるものとする。

（課程・学科及び生徒定員）
第2条
学校の課程・学科及び生徒定員は，X女子高管理規則別表のとおりとする。

（通学区域）
第3条
通学区域について，特に制限はない。

第2章　学年，学期及び休業日
（学年及び学期）
第4条
学年は4月1日に始まり，翌年3月31日に終わる。学年を分けて次の3学期とする。
第1学期　4月1日から7月31日まで
第2学期　8月1日から12月31日まで
第3学期　1月1日から3月31日まで

（休業日）
第5条
休業日は次のとおりとする。
（１）国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日。
（２）日曜日。
（３）創立者生誕祭。（6月15日）
（４）学年始め休業日。（4月1日から4月5日まで）
（５）夏季休業日。（7月21日から8月31日まで）
（６）冬季休業日。（12月25日から翌年1月7日まで）
（７）学年末休業日。（3月25日から3月31日まで）
（８）創立記念日。（4月17日）
（９）臨時休業日。（入学学力検査実施日及び必要に応じ校長が定める日）

第3章　教育課程及び成績評価等
（教育課程）
第6条
教育課程は別表のとおりとする。
第7条
授業の終始時刻は別に定めるところによる。

（授業時数等）
第8条
教科・科目及び特別活動の指導時間数（以下「授業時数」という。）及び授業時間表は別に定める。

（単位の認定）
第9条
学校の定める教育計画に従って教科・科目を履修した成果が教科・科目の目標からみて満足できると認められる生徒について，学年末に単位を修得したことを認定する。
2.前項の場合において，出席した授業時間数が年間総時数3分の2以上でなければ単位の認定を行わない。
3.特別の事由による場合には別に定めるところにより補講その他適切な指導を実施した時数を第2項の授業時数に算入するものとする。
4.単位の修得を認定した者で必要がある者に対しては，請求に応じて単位習得証明書又は成績証明書を授与する。

（原級留置）
第10条
学年において習得したことを認定された単位数が所定の水準に達しない者，その他進級させることが教育上，不適当である者は原学年に留め置くものとする。

（卒業の認定等）
第11条
所定の全課程を修了したと認めた生徒については卒業を認定する。
2.卒業を認定した生徒に対しては，卒業証書（第1号様式）を授与する。
第12条
卒業又は修了を認定する時期は3月とする。

第4章　入学及び退学等
（入学資格）
第13条
学校に入学（他の高等学校からの転入学を除く。以下同じ）することのできる者は中学校若しくは，これに準ずる学校を卒業した者は次の各号に該当する者とする。
（１）外国において学校教育における9年の課程を修了した者。
（２）文部大臣の指定（昭和23年文部省告示第58号）した者。
（３）校長が中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者。

第14条
第2学年以上に編入学することができる者は，相当年令に達し，校長が前学年の課程を修了した者と同等以上の学力があると認めた者とする。
第15条
（削除）

（志願手続）
第16条
入学志願者は所定の入学願書を出身（在籍）中学校長等を経由して校長に提出しなければならない。

（入学の時期）
第17条
入学許可の時期は学年の始めとする。

（入学の手続き）
第18条
入学を許可された生徒の保護者は入学の日から7日以内に，保証人と連署した誓約書（第2号様式）を校長に提出しなければならない。

（欠席）
第19条
病気やその他やむを得ない事由により欠席しようとする生徒は，欠席届（第3号様式）を校長に提出しなければならない。ただし，病気のため引き続き7日以上欠席しようとするときは，医師の診断書を添えなければならない。

（休学）
第20条
病気その他やむを得ない事由のため，3月以上出席することが出来ない生徒は，医師の診断書を添え，休学届け（第4号様式）を校長に提出しなければならない。
2.休学の期間は3月以上1年以内とする。ただし，校長が必要と認めたときはその期限を延長することができる。

（休学の取消し）
第21条
休学の許可を受けた後3月までにその事由がなくなったときは，医師の診断書等でその事情を証するに足る書類を添え，休学取消願（第5号様式）を校長に提出しなければならない。

（復学）
第22条
休学中の生徒が，その事由がなくなったことにより復学しようとするときは，医師の診断書を添え，復学願（第6号様式）を校長に提出しなければならない。ただし，休学の許可を受けた3ヶ月までの間は，復学を願い出ることはできない。
2.休学期間の満了後1月を経過して，復学又は退学の手続きをしない生徒については退学を命ずることができる。

（転学）
第23条
他の高等学校へ転学を志望する生徒は，転学届（第7号様式）を校長に提出しなければならない。
2.他の高等学校から転入学を志願する者は，転入学願（第8号様式）に在学証明書及び成績証明書を添えて，校長に提出しなければならない。
3.転入学を許可された生徒については，第17条の規定を準用する。

（退学）
第24条
退学しようとする生徒は，退学願（第9号様式）を校長に提出しなければならない。

（再入学）
第25条
退学した者が退学後2年以内に再び入学を願い出たときは，事由により入学学力検査を行うことなく退学当時の課程の原学年以下の学年に入学を許可するものとする。
2.前項の規定により再入学を許可された生徒については，第18条の規定を準用する。

（忌引等の取扱い）
第26条
校長は，生徒が次の各号に掲げる理由のため出席しなかったときは，欠席の取扱いをしない。
（１）忌引。
（２）学校保健法（昭和33年法律第56号）第12条の規定による出席停止。
（３）暴風，こう水，火災その他の非常変災による事故。
（４）前各号に掲げるもののほか，校長が必要と認める場合。
2.前項の規定により欠席の取扱いをしない日数は，前項第1号に掲げるものにあっては，
父母については7日，祖父母又は兄弟姉妹について3日，伯叔父母について1日とし，
同項第2号から第4号までに掲げるものにあっては，その都度必要と認められる日数とする。
3.第1項（１）に該当する場合は（第10号様式）を校長に提出しなければならない。

第5章　保護者及び保証人
（保護者及び保証人）
第27条
保護者は，生徒に対して親権を行う者（親権を行う者のないときは，後見人又は後見人の職務を行う者）とする。ただし，成年に達した生徒に対しては，これに準ずるものとする。

第28条
保証人は，独立の生計を営む成年者で学校に対して保護者とともに生徒に対する一切の責任を負うことができる者の中から保護者が選定するものとする。

第29条
校長は，保証人が適当でないと認めたときは，これを変更させるものとする。

第30条
保護者は，本人，保証人又は生徒が転居又は氏名変更した場合には，すみやかに校長に届け出なければならない。

第31条
生徒の保護者又は保証人が変更したときは，改めて誓約書を提出しなければならない。

第6章　授業料及び入学料等
（授業料等）
第32条
授業料，入学料，入学料及び入学検査料の額及び納入の時期等は，使用料及びX女子高手数料規則による。

（授業料の徴収）
第33条
休学を許可された生徒の授業料は，休学許可のあった翌月分から休学期間満了の前月分まで
徴収しないものとする。この場合において，休学を許可された日が月の初日に当たるとき，又は休学期間満了の日が月の末日に当たるときは，当月分の授業料は徴収しない。

第34条
他の高等学校へ転学する生徒は，転学する月分の授業料を納入しなければならない。

（滞納生徒の処置）
第35条
授業料を滞納中の生徒に対しては，事由により出席を停止することができる。
2.授業料の滞納が3月を超える生徒に対しては，校長は退学を命ずることができる。

（授業料の減免）
第36条
災害，その他特別の理由により授業料の減免を申請しようとする生徒は，所定の授業料減免申請書を校長に提出しなければならない。

第7章　賞罰等
（表彰）
第37条
学業，人物その他について優秀な生徒に対しては，別に定めるところにより表彰するものとする。

（懲戒）
第38条
教育上必要がある生徒に対しては，懲戒処分を行うものとする。
2.懲戒処分は退学，停学及び訓告とする。
3.校長は，退学処分を行う場合には，特段の事情がある場合を除いては，調査委員会を設置し，その席で，生徒及びその保護者に対して弁明の機会を与えなければならない。調査委員会は，本校教員のほか，少なくとも学外の法律専門家１名を含む５名によって構成されることとする。
4.校長は，3項に基づいて設置される調査委員会における退学処分の可否に関する判断を尊重しなければならない。

（毀損の弁償）
第39条
校舎及び校有物を毀損し又は亡失した生徒に対しては，別に定めるところにより，その全部又は一部を弁償させるものとする。

第8章　雑則
（文書の経由）
第40条
生徒が校長に提出する文書は，すべて担任教員を経由しなければならない。

第41条
この校則施行上必要な細則並びに生徒の管理及び指導者に関する規定は，校長が別に定めるところによる。


《資料２》
Xの法律相談メモ（弁護士事務所にて）
弁護士「退学処分を受けたということですが，一体どのような事情だったのですか。説明してもらえますか。」
X「突然のことで，頭が真っ白になりました。だって，校則に『芸能活動禁止』なんて書いてないし…」
Ｆ（Xの父）「今回の件については，学校側に呼び出されることも一度もなく，全く突然に退学を言い渡されて納得できない。これでは，今まで高い学費を負担してきたことが全く無駄になってしまう。確かに，娘が芸能活動をはじめることについては，私の中に戸惑いもあった。だが，所属事務所が，高校生にふさわしくない活動はさせないし，なにより学業を優先してくれるとのことだったので，許可した。実際，撮影は，春休みだけだった。」
弁護士「写真集が出たら，すぐ学校に注意を受けたのですか。」
X「いいえ。写真集が出たばかりのころは，担任の先生は『とってもきれいに撮ってもらってよかったね。全然いやらしい感じがしないね。』なんていってくれたりしていたんです。でも，その後，他の生徒の親から，ずいぶん私の活動に対する批判やクレームが来ていたみたい。そういえば，担任の先生は，『最近，芸能記者やファンと称する男の人たちが学校の周りをうろつくようになり，うちの評判にもかかわるし，教育に緊急に対処しなければならない支障が生じた』とかいっていました。」
弁護士「なるほど，そうだったんですか。」
Ｆ「でも，全然それは娘の落ち度じゃありませんよ。なんとか，裁判に訴えてでも，娘の希望をかなえてやりたいんです。たとえどんな犠牲を払ってでも，Y女子高を卒業させてあげたい。」

�　本問は，朝日新聞（5月26日付）に掲載された小泉麻耶さんと桐朋女子中高との間の実在する法的紛争を素材として作成しました。なお，建学の精神や校則等は，それぞれ別の高校のものをベースにして作題者によって創作されたものです。





